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関西電力株式会社高浜発電所第１号機の 

原子炉等規制法に基づく設計及び工事の計画の認可申請の概要 
 
１．申請者及び申請年月日等 

申請者：関西電力株式会社 執行役社長 森本 孝 

申請年月日等： 

２０２０年 ７月２２日（関原発第１４６号） 

補正年月日等： 

２０２０年１１月２０日（関原発第３７３号） 

２０２０年１２月 ９日（関原発第４４６号） 

２０２１年 １月１３日（関原発第５２５号） 

 

２．発電用原子炉を設置する工場又は事業所の名称及び所在地 

名 称：高浜発電所 

所在地：福井県大飯郡高浜町田ノ浦 

  

３．発電用原子炉施設の出力及び周波数 

出 力：   ３，３９２，０００ｋＷ 

第１号機：   ８２６，０００ｋＷ（今回申請分） 

第２号機：   ８２６，０００ｋＷ 

第３号機：   ８７０，０００ｋＷ 

第４号機：   ８７０，０００ｋＷ 

周波数：          ６０Ｈｚ 

 

４．申請範囲 

放射性廃棄物の廃棄施設 

１ 気体、液体又は固体廃棄物貯蔵設備 

（２）容器 

・A、B、C、D廃樹脂貯蔵タンク（１・２・３・４号機共用） 

・E、F、G、H廃樹脂貯蔵タンク（１・２・３・４号機共用） 

２ 気体、液体又は固体廃棄物処理設備 

・廃樹脂処理装置（１・２・３・４号機共用） 

・溶離廃液濃縮装置（１・２・３・４号機共用） 

（１）熱交換器 

・コンデンサ（１・２・３・４号機共用） 

（４）容器 

・廃樹脂供給タンク（１・２・３・４号機共用） 

・溶離器（１・２・３・４号機共用） 
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・硫酸回収器（１・２・３・４号機共用） 

・A中和タンク（１・２・３・４号機共用） 

・B中和タンク（１・２・３・４号機共用） 

・蒸発器（１・２・３・４号機共用） 

・濃縮廃液タンク（１・２・３・４号機共用） 

・廃樹脂貯蔵室 Aサンプタンク（１・２・３・４号機共用） 

・廃樹脂貯蔵室 Bサンプタンク（１・２・３・４号機共用） 

・サンプタンク（１・２・３・４号機共用） 

（１０）主配管 

・主配管（１・２・３・４号機共用） 

３ 堰その他の設備 

（１）原子炉格納容器本体外に設置される流体状の放射性廃棄物を内包す

る容器からの流体状の放射性廃棄物の漏えいの拡大を防止するた

めに施設する堰 

・A、B、C、D廃樹脂貯蔵タンク室（１・２・３・４号機共用） 

・E、F、G、H廃樹脂貯蔵タンク室（１・２・３・４号機共用） 

・溶離廃液濃縮装置室（１・２・３・４号機共用） 

・溶離器・硫酸回収器室（１・２・３・４号機共用） 

・廃樹脂供給タンク室（１・２・３・４号機共用） 

・A濃縮廃液タンク室（１・２・３・４号機共用） 

・B濃縮廃液タンク室（１・２・３・４号機共用） 

（２）原子炉格納容器本体外に設置される流体状の放射性廃棄物を内包す

る容器からの流体状の放射性廃棄物の施設外への漏えいを防止す

るために施設する堰 

・E.L.+17.2m 廃樹脂貯蔵室（１・２・３・４号機共用） 

・E.L.+17.2m 廃樹脂処理建屋（１・２・３・４号機共用） 

・E.L.+10.2m 廃樹脂処理建屋（１・２・３・４号機共用） 

４ 原子炉格納容器本体外の廃棄物貯蔵設備又は廃棄物処理設備からの

流体状の放射性廃棄物の漏えいの検出装置又は自動警報装置 

・A、B、C、D廃樹脂貯蔵タンク漏えい検出装置（１・２・３・４号

機共用） 

・E、F、G、H廃樹脂貯蔵タンク漏えい検出装置（１・２・３・４号

機共用） 

・廃樹脂供給タンク漏えい検出装置（１・２・３・４号機共用） 

・溶離器・硫酸回収器漏えい検出装置（１・２・３・４号機共用） 

・溶離廃液濃縮装置漏えい検出装置（１・２・３・４号機共用） 

・A濃縮廃液タンク漏えい検出装置（１・２・３・４号機共用） 

・B濃縮廃液タンク漏えい検出装置（１・２・３・４号機共用） 

５ 放射性廃棄物の廃棄施設の基本設計方針、適用基準及び適用規格 

６ 放射性廃棄物の廃棄施設に係る工事の方法 
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放射線管理施設 

１ 放射線管理用計測装置 

（１）プロセスモニタリング設備 

へ 放射性物質により汚染するおそれがある管理区域から環境に放出

する排水中又は排気中の放射性物質濃度を計測する装置 

   常設 

・廃樹脂貯蔵室じんあいモニタ（１・２・３・４号機共用） 

・廃樹脂貯蔵室ガスモニタ（１・２・３・４号機共用） 

・廃樹脂処理建屋排気ガスモニタ（１・２・３・４号機共

用） 

（２）エリアモニタリング設備 

へ 放射性物質により汚染するおそれがある管理区域内の人の放射線

防護を目的として線量当量率を計測する装置 

   常設 

・廃樹脂貯蔵室エリアモニタ（１・２・３・４号機共用） 

３ 生体遮蔽装置 

・補助遮蔽（１・２・３・４号機共用） 

４ 放射線管理施設の基本設計方針、適用基準及び適用規格 

５ 放射線管理施設に係る工事の方法 

 

その他発電用原子炉の附属施設 

４ 火災防護設備 

１ 火災区域構造物及び火災区画構造物 

・廃樹脂貯蔵庫、廃樹脂処理建屋（１・２・３・４号機共用） 

３ 火災防護設備の基本設計方針、適用基準及び適用規格 

４ 火災防護設備に係る工事の方法 

 

５．工事の種類・内容 

種類：発電用原子炉の基数の増加の工事以外の変更の工事 

内容：放射性廃棄物の廃棄施設及び放射線管理施設等の改造（廃樹脂処理装

置及び廃樹脂貯蔵タンク等の共用化他） 

 

６．申請理由 

高浜発電所第３号機及び第４号機で発生する使用済樹脂を第１号機設備の

廃樹脂処理装置又は廃樹脂貯蔵タンクにおいて処理し、又は貯蔵するため、

第１号機及び第２号機で使用している廃樹脂処理装置及び廃樹脂貯蔵タンク

等の共用化他を行うとともに、使用済樹脂を同処理装置等に移送するための

配管を新たに設置する。また、廃樹脂貯蔵タンクの漏えい検出装置をフロー

ト式から電極式のものに取り替える。 

 


